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っているo この背景にあるものとして、特別支援教育が及ぼす影響がある。

特別支援教育により、障害穣別による個別支援が一層進んでいる。介助員が

入った形で普通学校での障害のある子どもを受け入れた取り組みが求められ j

ていることも事実であるが、インクルーシブ教育としての広がりを見せてい

ないのが現状である。そこで、学童保育の実践にインクルーシブな実践のヒ

ントがあるではないかと着目した。もともと、異年齢集団の学童保育は、個々

の差異が生じやすい集団運営を強いられる。そのような集団運営こそ、イン)

クルーシブな実践としての素地を十分に備えたものではないかということ!

で、その実践モデルの提示を目指している。

第六章では、第五章を受けて、社会的インクルージョンを達成する場とし;

ての学童保育についての考察を行っている。特別支援教育による個別支援偏

重の流れは、特別支援学校の増設、入所児童の増加という事態を加速させて

いる。これは、地域からの障害のある子どもたちの取り出しであるという見

方もできる。実際に地域との関係が希薄な障害のある子どもたちが増えてき

ているという現状でもある。そこで、学童保育が地域との人間関保構築の場

という役割を果たすことはできないのかという視点から、そのような実践を t

行っている学童保育を三つのタイプに分類している。その中で、地域におけ

るインクルーシブな実践が、社会的インクルージョンの橋渡しをする機関と

して学童保育が機能する可能性についても考察している。

第七輩では、これまでの議論の結論としてのまとめを行っている。社会的

インクルージョンの実現に向けての学童保育の役割に関して、もう一度多角!

的な視点から考察し、さらにその論を強化することを目指したものである。

学童保育における人間形成がいかに社会的インクルージョン実現に寄与する

ものとなるのかについてまとめ、 f豊かな放課後の子どもたちの生活とはJと

いう命題に答えている。

そして、最後に本研究に対して想定される批判や、また本稿で論じきるこ

とのできなかった点についても触れ、今後の課題を探っているo
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